
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シンポジウムでは、過労死をされた方のご遺族にお話をいただいたり、青木慎一郎 

岩手県立大学健康サポートセンター特任教授の基調講演や、産業保健関係の専門

家、事業主などをパネリストとしてパネルデスカッションを行い、過労死等の現状や課

題、防止策について探っていくこととしています。 

 

【過労死等防止対策推進シンポジウム】 

開催日時；令和元年 11月 15日（金）13：30～16：00（受付 13：00～） 

会  場；岩手教育会館 ２階 多目的ホール （盛岡市大通１丁目１－16） 

《プログラム》 

〔遺族からの声〕菊池 有美子 氏 

 

〔基調講演〕「『労災認定基準』を過労死予防に活用しましょう」 

   青木 慎一郎 氏 （岩手県立大学健康サポートセンター特任教授、同名誉教授） 

 

〔パネルディスカッション〕～会社は何をすべきか～ 

コーディネーター：藤井 由里 氏 （臨床心理士、精神保健福祉士、産業カウンセラー） 

パネリスト：青木 慎一郎 氏（岩手県立大学健康サポートセンター特任教授、同名誉教授） 

     田巻 健治 氏（岩手県予防医学協会 医局長・循環器科部長） 

     新宮 由紀子 氏（（株）長島製作所 代表取締役） 

     菅生 るみ子 氏（（株）アマタケ看護師、岩手産業保健総合支援センターメ 

ンタルヘルス対策促進員） 

     山口 優子 氏（岩手障害者職業センター主任障害者職業カウンセラー） 

 

 

 

報道機関の取材に対応します。取材される方は、当日、受付にお申し出ください。 

担 

 

当 

岩手労働局労働基準部監督課 

監 督 課 長 川上 明 

主任監察監督官 熊谷 久 

（電話）019-604-3006 

 (FAX)  019-604-1534 

１１月１５日に過労死等防止対策推進シンポジウムを開催します 
 

～ 過労死等をゼロにし、健康で充実して働き続けることのできる社会へ ～ 

 Press Release 

厚生労働省 

岩手労働局 

岩 手 労 働 局 発 表 

令和元年 11 月 12 日 
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近年、働き過ぎやパワーハラスメント等の
労働問題によって多くの方の尊い命や心身の健康が
損なわれ深刻な社会問題となっています。
本シンポジウムでは有識者や過労死をされた方の
ご遺族にもご登壇をいただき、過労死等の現状や課題、
防止対策について探ります。

毎
年
11
月
は「
過
労
死
等
防
止
啓
発
月
間
」で
す
。

岩手教育会館 2階 多目的ホール
（盛岡市大通一丁目1-16）

［定員］100名

会場

日時 2019年11月15日（金）
13：30～16：00（受付13：00～）

参加
無料

過労死をゼロにし、
健康で充実して働き続ける
ことのできる社会へ

●基調講演
「『労災認定基準』を過労死予防に活用しましょう」
青木 慎一郎 氏 
（岩手県立大学 健康サポートセンター 特任教授　岩手県立大学名誉教授）

岩手 会場

主催：厚生労働省　　後援：岩手県、盛岡市
協力：過労死等防止対策推進全国センター、全国過労死を考える家族の会、過労死弁護団全国連絡会議、岩手弁護士会、岩手県経営者協会、連合岩手、いわて労連、
 岩手県教職員組合、働く者の生命・健康を守る会、岩手県医師会、岩手県予防医学協会、岩手県看護協会、岩手障害者職業センター、岩手産業保健総合支援センター

【講師略歴】
昭和52年　弘前大学医学部卒業、弘前大学神経精神医学講座医員
平成10年　岩手県立大学社会福祉学部助教授
平成15年　岩手県立大学社会福祉学部教授
平成24年　岩手産業保健総合支援センター 産業保健相談員
平成27年　同メンタルヘルス対策推進特別アドバイザー
平成28年　岩手県立大学健康サポートセンター・特任教授・岩手県立大学名誉教授



岩手教育会館

スマートフォンで
QRコードを
読み込んで下さい。

岩手教育会館 2階 多目的ホール
（盛岡市大通一丁目1-16）
・JR盛岡駅より徒歩15～20分
・JR盛岡駅よりバス（でんでんむし）16番より乗車・約10分  左回りにて「盛岡城跡公園」下車

過労死等防止対策推進シンポジウムを開催します。

●会場のご案内

▶会場の都合上、事前の申し込みをお願いします。
  （定員に満たない場合は、当日参加も可能です）
▶申し込みはＷｅｂ又はＦＡＸでお願いします。
▶参加証は発行いたしません。そのまま当日お越しください。
▶定員超過の場合のみ、電話でご連絡いたします。

●参加申込について

電話番号
企業・団体名

●次の該当する□に✔をお願いいたします。 
□ 経営者　　□ 会社員　　□ 公務員　　□ 団体職員　　□ 教職員　　□ 医療関係者　　□ 弁護士
□ 社会保険労務士　  □ パート・アルバイト　　□ 学生　　□ 過労死家族　　
□ その他 ［　　　    　　　　　　　　　　　　　     　　　　　　　　　　　　　　　    　　］

ふりがな

ふりがな

ふりがな

ふりがな

お 名 前

「個人情報の取扱いについて」
・ご記入いただいた事項は、過労死等防止対策推進シンポジウムの申込受付業務を目的として使用し、他の目的で使用することはございません。 ・個人情報はご本人の同意なく第三者に提供を
いたしません。・委託運営株式会社プロセスユニークの「個人情報保護方針（http://www.p-unique.co.jp/privacy）に従い適切な保護措置を講じ、厳重に管理いたします。

過労死等防止対策推進シンポジウム ［参加申込書］

●Webからの申し込み：以下ホームページをご覧いただき、申し込みをお願いいたします。
https://www.p-unique.co.jp/karoushiboushisympo

岩手会場

5名以上のお申込みは、
別紙（様式自由）にて
FAXしてください。

FAX番号 03-6264-6445　過労死等防止対策推進シンポジウム 受付窓口 行
●FAXでの申し込み：以下の参加申込書に必要事項を記載の上、FAXをお願いいたします。

過労死等防止対策推進シンポジウム 検索

●下記の「個人情報の取扱いについて」に同意の上、ご記入ください。

（お問い合わせ先）  電話：0120-053-006  E-mail：karoushiboushisympo@p-unique.co.jp  株式会社プロセスユニーク

プログラム
［遺族からの声］  菊池有美子 氏

［基調講演］ 「『労災認定基準』を過労死予防に活用しましょう」
　　　　　  青木 慎一郎 氏 （岩手県立大学 健康サポートセンター 特任教授　岩手県立大学名誉教授）

［パネルディスカッション］  ～会社は何をすべきか～
  脳・心臓疾患、精神疾患による休業や死亡を予防するため、
  また発生時や復職に向けて会社は何をすればいいのか考えます。　
コーディネーター：藤井 由里 氏 （臨床心理士、 精神保健福祉士、 産業カウンセラー）
パネリスト：青木 慎一郎 氏 （岩手県立大学 健康サポートセンター 特任教授 岩手県立大学名誉教授）
 田巻 　健治 氏 （岩手県予防医学協会 医局長・循環器科部長）
 新宮 由紀子 氏 （株式会社長島製作所 代表取締役社長）
 菅生 るみ子 氏 （株式会社アマタケ 看護師、 岩手産業保健総合支援センターメンタルヘルス対策促進員）
 山口 　優子 氏 （岩手障害者職業センター主任障害者職業カウンセラー）

藤井 由里 氏
臨床心理士、 精神保健福祉士、 産業カウンセラー

大学病院精神科・地域精神病院等、医療分野で臨床心理
士として勤務したのち、労働分野に活動域を広げ、現在
は岩手産業保健総合支援センターにおいて、産業保健相
談員として勤務。 
職場のメンタルヘルス対策全般（不調の予防から職場復
帰支援まで）の進め方や職場におけるカウンセリングの
進め方等の相談対応、事業所における管理監督者教育、
支援を希望する事業所への個別訪問支援のほか、自治
体、福祉団体等の研修講師、及び行政機関の専門相談等
を務めている。

コーディネーター プロフィール
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過労死等防止対策推進法


